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インターネット上での⾳楽・映像コンテンツの
使⽤を特定する実証実験を開始

〜⼤量の投稿コンテンツを処理できる「ロバストメディア探索技術」を開発〜

 ⽇本電信電話株式会社（以下ＮＴＴ、本社︓東京都千代⽥区、代表取締役社
⻑︓三浦惺）は、⾳や映像の特徴どうしの照合により、インターネット上の投
稿コンテンツなどの⾳・映像クリップの中に、予め登録された特定の⾳楽や映
像が含まれるかどうかを⾼速に検出できる「ロバストメディア探索（ＲＭＳ︓
Robust Media Search）技術」（以下、ＲＭＳ技術）を開発しました。
 この技術を⽤いて、インターネット上での著作物使⽤のモニタリングに豊富
な実績を有するＢａｙＴＳＰ社※１（ベイ・ティー・エス・ピー︔⽶国カリフ
ォルニア州、ＣＥＯ︓Mark Ishikawa）と共同で、インターネット上の投稿サ
イトやブログサイトなどで使⽤された⾳楽や映像コンテンツのタイトルを特定
する実証実験を、２００８年４⽉２２⽇（⽶国時間）から９⽉３０⽇までの予
定で開始いたします。

１．実験の背景
 インターネット上では、投稿サイトやブログサイトが急速に普及し、そ
のコンテンツが豊かになる⼀⽅で、第三者が知的財産権を有するメディア
コンテンツが無断使⽤されている事例も増加し世界的に問題となっていま
す。この問題に対して、これまで⽬視等によるチェックが⾏われてきまし
たが、１⽇に投稿もしくはリンクされるメディアファイルの件数は膨⼤な
ものとなっており、⼈⼿による確認が難しくなっています。
 ＮＴＴのコミュニケーション科学基礎研究所※２（以下ＮＴＴの研究所）
では、早くから、⾳や映像の短い断⽚の中に特定の⾳や映像が含まれてい
るかどうかを⾼速に判定する技術（メディア探索技術）の研究を進めてき
ました。今回、その最新の研究成果を⽤い、上記の問題の解決を図るため
の実証実験を⾏います。

２．ロバストメディア探索（ＲＭＳ）技術の概要
 ⾳や映像の信号の断⽚を探索のキーとし、多数の⾳楽や映像を格納した



データベースの中を検索し⼀致するものを⾒つけ出すことで、そのタイト
ルなどの情報を引き出す技術は、メディア探索技術と呼ばれています（⾳
楽や映像の「フィンガープリント技術」と呼ばれることもあります）。
 ＲＭＳ技術はメディア探索技術の⼀つですが、これまでの⼀般的なメデ
ィア探索技術に⽐べて⾼いロバスト性をもつ点に⼤きな特徴があります。
ロバスト性とは、⾳や映像の信号に様々な変化（別の⾳の重なり、テロッ
プなどの重なり、⾳質や画質の劣化、編集や加⼯など）が加わっても精度
良く元のコンテンツを特定できるといった、信号変化に影響されにくい性
質のことを指します。
 ＲＭＳ技術は、⾳の波形値や映像の画素値を元に特徴データと呼ばれる
数値を抽出する特徴抽出部と、特徴抽出部で抽出された特徴データを⾼速
に照合する特徴照合部から成り⽴っています。（図１）
 ＲＭＳ技術による映像探索では、特徴抽出部において映像中から特徴的
な部分だけを選択して数値化する⼯夫と、特徴照合部においてこれら数値
の⼀貫性を考慮しながら照合する⼯夫を⾏ったことで、⾼いロバスト性を
実現できました。（図２）
 さらに今回、時間整合性フィルタ技術を開発し、特徴データのサイズを
圧縮することに成功しました。これにより、ロバスト性を失うことなく特
徴照合部の処理を⼤幅に⾼速化することができ、⼤量の投稿コンテンツを
対象とする実証実験が可能になりました。
 本技術を⽤いると、インターネット上の各種サイトでの⾳楽や映像コン
テンツ特定の⾃動化が図れます。コンテンツが⾃動的に特定できれば、違
法コンテンツの検出や削除だけにとどまらず、使⽤実態の把握に伴う新た
なサービスなどへの活⽤も期待されます。

３．実証実験の概要（図３）
 今回の実験は、ＮＴＴの開発した「ロバストメディア探索プラットフォ
ーム」※３（以下、ＲＭＳＰ︓Robust Media Search Platform）と、ＢａｙＴ
ＳＰ社が提案する「コンテンツ認識プラットフォーム」※４（以下、ＣＡ
Ｐ︓ Content Authentication Platform）を結合して⾏います。ＲＭＳＰはＲＭ
Ｓ技術によるコンテンツ特定機能を提供し、ＣＡＰはインターネット上か
らのファイルの収集やコンテンツ特定結果の分析処理などの機能を提供し
ます。
 まず、ＢａｙＴＳＰ社が権利者から預託を受けた⾳楽や映像のコンテン
ツに対し、ＮＴＴの研究所がＲＭＳ技術（特徴抽出部）により特徴データ
に変換する処理を⾏い、特徴データをデータベースに格納します。
 次に、ＢａｙＴＳＰ社が、実在の投稿サイトやブログサイトに投稿・掲
⽰されたメディアファイルの⼀部を収集します。これらに対し、ＮＴＴの
研究所が上記と同様の処理により特徴データに変換し、ＲＭＳ技術（特徴
照合部）によりデータベースに蓄積された特徴データを探索して、その結
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果をＢａｙＴＳＰ社に返信します。
 本実験では、１⽇あたり数千件から数万件規模のファイルに対して、デ
ータベースとの照合を⾏うことを予定しています。

４．各社の役割
（１）ＮＴＴ

ＲＭＳＰによるコンテンツ特定機能を提供します。また、インター
ネット上に掲⽰・投稿されるメディアコンテンツの特定という応⽤
分野におけるＲＭＳＰの有効性を検証します。

（２）ＢａｙＴＳＰ社
ＣＡＰに基づき、コンテンツデータベースの準備と、インターネッ
ト上からのファイルの収集を⾏います。また、コンテンツ特定の結
果を元に、未権利処理コンテンツの実態分析などを⾏います。

５．今後の予定
 本実験の結果を踏まえ、安⼼で便利なコンテンツ流通をめざして今後も
研究開発を進めるとともに、コンテンツ特定サービスなどについて、ＮＴ
Ｔグループ企業でのビジネス化を検討してまいります。

［⽤語解説］
※１ ＢａｙＴＳＰ 社

著作物（映画、⾳楽、ソフトウェア、出版物など）のインターネッ
ト上での使⽤モニタリングや監視サービスを権利者向けに提供す
る、オンラインコンテンツモニタリングの最有⼒企業の⼀つです。
⽶国の⼤⼿メディアグループ企業やハリウッドの主要な映画制作会
社などを顧客としています。
ＵＲＬ︓http://www.baytsp.com/

※２ ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所
コミュニケーションの本質に応える情報通信の未来に向かって、⼈
間科学と情報科学を融合した学際的なアプローチにより新しい原理
や概念を創出し、それらを⾰新的な情報通信サービスにつなげる基
礎研究を⾏っています。
ＵＲＬ︓http://www.kecl.ntt.co.jp/rps/index-j.html

※３ ロバストメディア探索プラットフォーム（ＲＭＳＰ）
ＮＴＴが今回開発した、ＲＭＳ技術を活⽤するための汎⽤的な基盤
です。ネットワークを介して他のシステムと容易に結合できるとい
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う特徴があります。

※４ コンテンツ認識プラットフォーム（ＣＡＰ）
ＢａｙＴＳＰ社が２００７年に発表した、コンテンツ認識の⾃動化
のための統⼀的なワークフローを提供する基盤です。

・図１ ＲＭＳ技術の説明
・図２ ＲＭＳ技術（映像探索）の⼯夫点
・図３ 実証実験の構成

＜本件の問い合わせ先＞
ＮＴＴ先端技術総合研究所

（ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所）
企画部 広報担当 飯塚 河合
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